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高性能離乳豚飼育舎の開発 支援先 
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【開発の背景】 
日東電気株式会社磯原工場では，FRP成形技術を活用して離乳豚用の飼育舎を製造しています。

取扱い性や性能向上およびコスト削減を図るために，新しいモデルの開発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開発の経緯・支援内容】 
当センターでは，強度シミュレーションや飼育舎内の気温，保温マットの温度を測定し，飼育

舎に必要な性能を検証しました。 
 
①強度シミュレーション 

飼育舎（FRP と硬質ウレタンの積

層構造）の強度シミュレーションを

行い，軽量化を支援しました。（図 2） 

 

②舎内温度の測定と対策 

夏季並びに冬季に飼育舎を屋外

設置し，舎内の気温を測定しまし

た。（図 3）生育環境の保持のために

は，夏季には付属の換気扇を作動さ

せて舎内の温度を下げ，冬季には保

温マットを用いて加温する必要性

が推測されました。 

 

③保温マットの温度測定 

冬季に飼育舎内で使用する保温

マットについて，サーモグラフィを

用いて表面温度を測定し，より加熱

性能に優れた製品を選定しました。

（図 4） 

 

【今後の展開】 
平成 25 年度よりフィールド試験を

行い，旧モデルの代替として販売を予

定しています。 
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図 3 舎内温度測定（左：夏季，右：冬季） 

図 4 保温マット温度測定 

旧製品 新製品 

図 1 新モデルの特徴 

図 2 強度シミュレーション（左：変形量，右：応力） 
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＜新モデルの特徴＞ 


